
　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
目
指
す
と
と

も
に
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る
仕
組

み
で
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
内
訳
と
手
続
き
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
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支
え
合
う
こ
こ
ろ

介
護
保
険

介
護
保
険
と
は

　
月
　
日
は
介
護
の
日

１１

１１

　
自
分
は
、
健
康
だ
か
ら
介
護
な
ん
て
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
高
齢
に
な
る
と
、
脳
や
身
体

の
機
能
低
下
や
、
突
然
の
ケ
ガ
、
病
気
な
ど
に
よ
っ

て
、
介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な
人
や
介
護
す
る
家

族
の
負
担
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
介
護
保
険
を
活
用
し
、
い
つ
ま
で

も
楽
し
く
生
活
す
る
た
め
に
、
介
護
保
険
の
制
度
や

手
続
き
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

岩見沢市
（保険者）

介護サービス事業者

被保険者
（４０歳以上）

《介護保険制度のしくみ》



　　　　　　　　　　　　 認定審査結果
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
の
費
用
は
、
ま
ず
、
利
用
者
本
人
が
１

割
を
負
担
し
ま
す
。
残
り
の
９
割
の
う

ち
半
分
を
被
保
険
者
の
保
険
料
で
、
残
り

の
半
分
を
国
・
道
・
市
で
負
担
し
ま
す
。

申請（本人・家族）
お近くの窓口（市役所本庁、北村・栗沢両支所、幌向・朝日・美流渡・有明
交流プラザの各サービスセンター）で申請してください。
※申請書には主治医の氏名・医療機関名・所在地・電話番号を記入する欄
があります。かかりつけの医師がいる方は、確認しておきましょう。

申請に必要なもの
焔介護保険被保険者証　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
内
訳

利用者負担

１割

保険料

４.５割

国・道・市

４.５割

要支援１
要支援２

非該当

要介護度を決めるための審査・判定

要介護認定

介護予防サービス
利用できるサービス

   

次のページの～各サービスが利用できます

地域支援事業
利用できるサービス



介護サービス
利用できるサービス

    

介護サービス利用計画
（ケアプラン）
居宅サービスの利用を希望す
る場合は、ケアマネジャーが
ケアプランを作成します。

要介護１～

要介護５

介護予防サービス利用計画
（介護予防ケアプラン）
介護予防サービスの利用を希
望する場合は、地域包括支援
センターの職員が中心となっ
て、介護予防ケアプランを作
成します。

次のような流れで、利用

できるサービスが決まり

ます。

まずは申請を！



　

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
要
介
護
１
〜
５
と
認
定
さ
れ
た
方
が

利
用
で
き
る「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」と
要
支
援

１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
方
が
利
用
で
き
る

「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
の
判
定
を
受
け
て
、
非

該
当
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
、
介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、「
地
域
支
援
事
業
」を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス


短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

焔
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）

焔
短
期
入
所
療
養
介
護
（
医
療
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

利
用
で
き
る
方

　
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
～
５


訪
問
サ
ー
ビ
ス

焔
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

焔
訪
問
入
浴
介
護

焔
居
宅
療
養
管
理
指
導

焔
訪
問
看
護

利
用
で
き
る
方

　
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
～
５

お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

高
齢
の
方
で
、
最
近
、
調
理
や
掃
除
が
大
変
に
な
っ
て
手
伝
い
が
欲
し
い
、

足
腰
が
弱
っ
て
き
て
出
歩
く
こ
と
が
つ
ら
い
な
ど
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
と
き
に
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
で
解
決
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
訪
問
介
護
を
利
用
す
る
と
、
調
理
や
掃
除
な
ど
の
介
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
身
体
機
能

維
持
を
図
り
な
が
ら
憩
い
の
場
と
し
て
他
の
人
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。

　
「
介
護
に
抵
抗
感
が
あ
る
」、「
手
続
き
が
大
変
そ

う
」っ
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
し
、
申
請
の
手
続
き
も
難
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
方
が

申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

決
し
て
一
人
で
悩
ま
な
い

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
ね
。

利
用
で
き
る
方

　
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
～
５

利
用
で
き
る
方

　
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
～
５


地
域
支
援
事
業

焔
運
動
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

焔
栄
養
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム

焔
口
腔
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

利
用
で
き
る
方

　
非
該
当
と
判
定
さ
れ
た
方

市高齢介護課介護保険グルー市高齢介護課介護保険グループプ
齋藤主齋藤主事事

お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
かか

お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
自
分
や
身
近
に
い

る
方
が
介
護
を
必
要
に
な
っ
て
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
目
指

す
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支
援
す

る
介
護
保
険
を
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
先　

市
高
齢
介
護
課

　
　
　
　

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ


地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

※
岩
見
沢
市
に
住
所
が
あ
る
方
の
み

利
用
可
。

焔
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

焔
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　
※
要
支
援
１
は
利
用
不
可
。

焔
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

焔
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
　

　
※
要
支
援
１
・
２
は
利
用
不
可
。

利
用
で
き
る
方

　
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
～
５


施
設
系
サ
ー
ビ
ス

焔
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）

焔
介
護
老
人
保
健
施
設

焔
介
護
療
養
型
医
療
施
設

焔
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

利
用
で
き
る
方
　
要
介
護
１
～
５


通
所
サ
ー
ビ
ス

焔
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

焔
通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）

利
用
で
き
る
方

　
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
～
５


